
参加申込時の注意事項 

 

（必ずお読みください） 

 

【申込書記入】 

①参加申込書は競技を公平かつ円滑に行うために必要なものとなるので，正確に記入すること。（提出後，担当

者が各項目について確認することがある） 

②各種目のエントリー，障害区分番号においては「障害区分・種目表 No1・No2」に従って記入すること。（障害

区分によってエントリーできない種目もある） 

 ※視覚障害者の障害区分が２４・２５の２区分に変更になっています。また，聴覚障害，知的障害，内部障害，

精神障害の区分番号が変わっているので，よく確認して申込むこと。 

③FAX・E メールで申し込みをした場合は，必ず着信の確認を行うこと。届いていない場合，大会への参加はで

きません。 

 

【エントリー】 

①障害が重複している場合は，どちらか片方の障害のみでの申込みとなる。（両方の障害区分での申込みはでき

ない） 

②以下の種目について、同時に申込ことはできない。 

【競走競技】５０ｍと１００ｍ 

【跳躍競技】立幅跳と走幅跳び 

※全国障害者スポーツ大会では、ソフトボール投とジャベリックスローの同時エントリーが不可となるが、 

県大会では同時エントリー可とする。（ただし，全国障害者スポーツ大会の選考対象外とする） 

③その他「障害区分・種目表 No1,No2」必ず確認し申し込むこと。 

④リレーは各自でチーム編成を行うこと。主催者側でチームは組まない。 

 

【各種目】 

①トラック競技の１００ｍ，２００ｍ，４００ｍについて，スターティングブロックの使用を希望する者は，申

込書の所定の欄に記入すること。なお，陸上競技用スパイクシューズの使用を認める。 

②視覚障害者で伴走者の必要な人は，各自で手配し，申込書所定の欄に記入すること。 

選手の伴走者として陸上競技場内に入る場合は，主催者の用意した「伴走者用ビブス」を着用すること。（競

技終了後，必ず返却すること） 

③５０ｍ競争で使用する車いすは日常生活用とする。 

④トラック競技のスタート合図は英語で行う。 

（スタート合図の方法については競技に関する申し合わせ事項に記載） 

 

【選手介助】 

①選手の介助者として陸上競技場内に入る場合は，主催者の用意した「介助者用ビブス」を着用すること。申込

書の所定の欄に記入すること。その際，競技場内での写真撮影等はできない。（ビブスは競技終了後，必ず返

却すること） 

 

 

 

 

 



【全国障害者スポーツ大会の選考について】 

①全国障害者スポーツ大会の選考に当たっては，過去の全スポ大会記録をもとに選出する。なお，全国障害者ス 

ポーツ大会への出場について，広島県は連続出場でない限り原則出場可。 

②大会が中止（途中での中止も含む）になった場合については，以下の通りとする。  

・前大会の記録から選考を行う。 

・競技が終了している種目については，選考対象とする。（同区分の全ての組が終了している場合に限る） 

  

【その他】 

①ナンバーカード（ゼッケン）は，主催者で用意する。（競技終了後，必ず返却すること） 

②手話通訳・要約筆記は，開・閉会式時，競技場所，表彰時などで対応するので，希望する者は所定の欄に記入

すること。 

 

 

 

 

～指導者・施設職員・保護者の方へのお願い～ 

競技場内へは介助ビブスを着用していない方は入れません。 

スムーズな競技進行のためにも，ルール等のご確認にご協力お願いいたします。  


